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近年、SPM に匹敵する高分解能で表面の振動分光測定が可能であり、且つ測定環境を選ばない

ことから、探針増強ラマン分光(TERS)が注目を集めている 1。我々は、電気化学界面の詳細を微

視的に調べるため、電気化学 TERS システムの開発を進めている。TERS の開発ではベンゼンチオ

ール自己組織化単分子膜(SAM)が標準試料としてしばしば用いられており、我々も電気化学 TERS

の動作確認でこの系を使用した 2。しかしながら、TERS イメージングシステムを開発するために

は信号強度や膜の配向性に問題があり、今回

新たにターフェニルチオール SAM を用いて

TERS イメージングを試みたので報告する。 

TERS システムは以前に報告したものを用

いた 2。試料はターフェニルチオールを吸着

させた Au(111)電極を用い、大気中 STM で高

配向膜の形成を確認した(Fig. 1)。 

Fig. 2 に、大気中 TERS スペクトル、参照

用 SERS スペクトル(表面増強ラマン: SERS

活性 Au 線を使用)、及び DFT による理論ス

ペクトルを示した。以前行ったベンゼンチオ

ール SAM と比べて数倍以上の信号強度が得

られた。0.4 mW 照射(633 nm)、0.2 秒露光で

TERS 信号が取得できることが分かり、32×16

ピクセルの TERS イメージを 5 分程度で取得

できることを確認している。現在は、ラマン

信号が微弱なアルカンチオール SAM 中にタ

ーフェニルチオールのアイランドを作製し、

我々のTERSシステムの空間分解能を決定す

る試みを行っている。 
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